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チーム郡 思いを力に！

郡中ビレッジ 美・礼・時

校内合唱コンクール終わる！ 大きな感動をありがとう！
「心一つに」したみなさんの合唱で

合唱の素晴らしさ、歌の力を共有できた素敵な一日となりました。

生徒のみなさん、合唱コンクール本当にお疲れ様でした。そして大きな感動をありがとう。みなさんは、合唱コンクール当日ま
で、クラスの一人一人と向き合い、この「合唱」という、とても難しい課題に真剣に取り組んできました。仲間と一緒に作り上げ、
一つ一つの歌詞に思いを込めて歌い上げる「合唱」という取組に大きな価値があることを信じて・・・。
その結果として、生徒のみなさんは、本当に一生懸命歌い上げた者だけが感じることのできる、あの瞬間のかけがえのない「感
動」を、クラスの仲間としっかりとつかんでくれたことと思っています。
確かに、最優秀賞や優秀賞を取れたクラス、取れなかったクラスと、一喜一憂がそれぞれのクラス、それぞれの胸の中にあった
ことは推測できます。しかし、全てのクラスにおいて、みなさんが合唱コンクール当日まであきらめず、クラスの仲間を信じ、支
え合う中で、一日一日の練習に大切に取り組んできたからこそ、合唱コンクール当日を迎えられたことは忘れてはいけません。
また、その過程の中での、仲間との葛藤、励まし、頑張りは、とても大切で価値あるものであり、みなさんを人として大きく成
長させてくれたものと思っています。そして、その過程を乗り越え、仲間と共にコンクール当日まで粘り強く創り上げてきた合唱
だったからこそ、どのクラスもとても素晴らしいものになったのだと思います。
合唱コンクールで一生懸命に歌う姿は、まさに、みなさん一人一人が主役でした。そして、合唱の素晴らしさ、歌の力を共有で
きた素敵な一日となりました。この校内合唱コンクールという学校行事を通して、これまで仲間と共に育んできた団結力や絆を力
にして、今後の学校生活をさらに充実したものに作り上げてください。チーム郡 思いを力に！

令和４年度
合唱コンクール
各賞受賞者

合唱コンクールお疲れ様でした。中学校の最後の合唱コンクールを終えた今、みなさんはどんな気持ちですか？ 僕は、仲間と
協力する大切さ、クラス全員で一つの曲を歌うことの難しさを改めて知ることができました。今日まで各学級で頑張ってきた合唱
の取組も一区切りとなり、僕たちはこれから受験という大きな壁に立ち向かうことになります。受験は団体戦という言葉がありま
す。合唱の取組の中で学んだこと、築かれてきた学級のチーム力をこれから活かしていくことが大切だと思います。３月に卒業す
る僕たちは、またこの場で、３年間の集大成として、卒業式歌を歌うことになります。卒業式の日、心一つに思いを込めて合唱が
できるその日まで、それぞれ進路実現に向けて頑張りましょう！ ３年生文化委員 下釜 凰太郎

最優秀賞 優秀賞

１年６組 安藤花乃 夏目歩佳

１年３組 眞﨑隆斗

２年４組 栁　茉李 松田航樹

２年６組 谷川偉琉

３年５組 大浦朋晃 岩本遥陽

３年４組 松島日菜乃

指揮者賞

第１学年

第２学年

第３学年

１年５組

２年１組

３年２組



令和4年も残り1ヶ月。そんな時こそ、改めて「家庭学習」を見つめ直し、
日々の学習に継続的に取り組んでいきましょう！

3年生の受験や1・2年生の大村市学力検査ももうすぐです！

授業で学習した知識は、時間が経つと忘れるものです。
そこで、繰り返しの家庭学習が必要になってくるのです。
そして、家庭学習を積み重ねていくと、必ず「わかった」
「できた」と感じる自分に出会う時がやってきます。｢出
さなければいけないから‥｣とか、「適当にやって出せば
いいから･･」というような作業的な学習から、目標をもっ
て計画的に進め、自分の疑問や驚き、感動に気づいて、自
ら学んでいく家庭学習にしていきたいものです。
また、この家庭学習に主体的に取り組み、継続させてい

くと、知らず知らずのうちに学習習慣が身につくと共に、
学習意欲が育まれ、自分の夢や目標を実現するために、
様々な課題を自らの力で解決しながら生きていける、強い
意志を持った人格を形成することも出来るのです。
令和4年も残り1ヶ月。もう一度自分自身の家庭学習を見

つめ直し、充実した家庭学習を構築する中で、今年一年の
良き締めくくりを迎えましょう。

家庭学習は、「知識の確実な定着」と
「自らの力で課題を解決する力」が身につくのです！

3年生のみなさんへ

１・２年生のみなさんへ

自分の進路実現に向けて、具体的な
目標を自ら決め、粘り強い意志と取り
組みをもって、家庭学習を継続させて
いきましょう。

学習時間のめやす
60 分～120 分

中学卒業後の進路をしっかり踏まえ、
基礎・基本的な内容の定着に向けて、
計画的・継続的な家庭学習に取り組ん
でいきましょう。

学習時間のめやす
120 分～150 分

家庭学習の意義
について改めて
考えてみよう！

充実した家庭学習をするために・・・生徒と保護者の皆さんへ
（１）その日の復習、明日の予習、テスト前の事前対策を計画的に、継続的に

（２）規則正しい生活リズムから、学習時間の確保を

（３）集中してできる学習環境、心の落ち着く人間関係作を

今日習ったことをその日のうちに復習し、明日の授業の予習に活かすことを、日々確実に取り組
んでいきましょう。また、志望校の入試日程や定期テスト・実力テストがいつあるのか､カレン
ダーで確認し、計画的に対策を立てて、目標に向かって継続的に学習しましょう。

起床･食事･就寝時刻を決め、規則正しい生活をした中から、家庭学習の時間を確保しましょう。
部活動の長い夏と部活動の少ない冬との家庭生活の過ごし方の違いから、それぞれの家庭学習の計
画を立てましょう。その計画に従って、保護者の皆様からの温かい生徒へのご支援をお願いします。

静かな中で集中してできる場所、教科書やタブレット、参考書や資料等の配置など必要な情報が
入手しやすい環境を自分で整え、保護者からも助言してもらいましょう。また、ＴＶやゲーム、ス
マホの時間をしっかり管理するなど、けじめをつける勇気を身につけましょう。一方で、中学では
思春期を迎え、友人や先生、親との人間関係を学ぶ大切な時期でもあります。家族や信頼できる友
との会話を大切にして、円滑なコミュニケーションをとっていきましょう。

家庭学習の意
義を家庭内で
共有し、具体
的に出来るこ
とから動いて
いきましょう。

2022年東京都知事杯全国中学選抜U15選手権

3年吉田悠耶さん全国優勝を果たす！

2022年東京都知事杯全国中学選抜U15選手権（レスリン
グ競技）が11月26日～27日の2日間の日程で、全都道府県
からの624選手（男子481選手・女子143選手)が参加して
東京・駒沢体育館で開催されました。本校3年吉田悠耶さ
んも男子85kg級に長崎県代表として出場し、全試合で圧
倒的な強さを示し、全国の予選を勝ち抜いた26名の選手
の頂点に立ち、見事全国優勝を果たし
ました。
郡中の生徒達に大きな勇気と元気を

与えてくれる、とても嬉しいニュース
となりました。本当におめでとうござ
います。本校の生徒と職員で共に喜びたいと
思います。

12月19日（月）１・2年生大村市学力検査
テスト範囲発表！計画的な家庭学習を！

1年生

1年生

2年生

1年生

2年生 ～P.78(St3 会話をつなげ、深めよう) 

国語（教育出版）

数学（東京書籍）

英語A（開隆堂）

2年生

～P.165(随筆を書く）

～P.192(漢字の広場３ 漢字の多様性)

書写～P.77(5 学習を生明かして書くー行書と仮名の調和と配列ー)

～P.164(5章平面図形 1節図形の移動)

～P.124(4章図形の性質の調べ方を考えよう)

～P.88(WW5 疑問詞まとめ)


